７．保安基準適合証（標章）及び限定保安基準適合証交付規程

第１条（目的）
　　　この規程は、当事業場の保安基準適合証（標章）及び限定保安基準適合証交付者の服務並びに交付業務について定め、指定自動車整備事業運営の適正化を図ることを目的とする。

第２条（保安基準適合証（標章）及び限定保安基準適合証の交付）

　　　保安基準適合証（標章）及び限定保安基準適合証の交付に関する業務は、事業場管理責任者が行うものとする。

　　　事業場管理責任者は、自工場において点検の基準及び検査等の基準に基づき点検、整備及び検査が確実に行われ、当該指定整備車両が道路運送車両の保安基準に適合している旨を自動車検査員が証明した場合に保安基準適合証（標章）及び限定保安基準適合証の交付するものとし、「保安基準適合証（標章）及び限定保安基準適合証交付簿」により、交付の記録と保管を厳正にするものとする。

　　２　事業場管理責任者がやむをえない事由により交付業務ができない場合は、主任技術者が代務できるものとする。この場合、事業場管理責任者は、予め主任技術者に保安基準適合証（標章）及び限定保安基準適合証の交付業務の重要性について教育を行うものとする。

　　（１）主任技術者が保安基準適合証（標章）及び限定保安基準適合証を交付する場合は、関係書類等の確認を行った後、事業場管理責任者の印をもって押印する。

　　（２）主任技術者が保安基準適合証（標章）及び限定保安基準適合証を交付した場合は、「保安基準適合証（標章）及び限定保安基準適合証交付簿」の代務者印欄に押印し、事業場管理責任者の確認を受けるものとする。

第３条（照合・確認）

　　　事業場管理責任者が保安基準適合証（標章）及び限定保安基準適合証を交付する場合は、次の事項を照合・確認の上、保安基準適合証（標章）及び限定保安基準適合証の交付年月日を自署し押印するものとする。

　（１）指定整備記録簿の記載内容の確認

　　　イ．自動車検査証、限定自動車検査証、（一時）抹消登録証明書又は自動車検査証返納証明書等の記載事項との照合確認をすること。（このとき必要に応じて現車の確認を行う。）

　　　ロ．自動車検査員の記名を確認すること。

　　　ハ．検査の年月日を確認すること。

　　　二．点検、整備及び検査の概要、作業の実施状況を確認すること。

　　　ホ．保安基準適合証（標章）及び限定保安基準適合証の番号及び標章の交付の有無を確認すること｡

　　　ヘ．自動車ユーザーが情報提供に基づき、後日整備として選択した整備内容があれば、その整備内容及び情報提供内容が記載されていることを確認すること。

　　（２）保安基準適合証（標章）及び限定保安基準適合証の記載内容の確認

　　　イ．自動車検査員の自署、押印の有無を確認すること。

　　　ロ．検査の年月日（指定整備記録簿と照合）を確認すること。

　　　ハ．自動車検査証、限定自動車検査証、（一時）抹消登録証明書又は自動車検査証返納証明書等の記載事項との照合確認をすること。

　　二．最終検査申請日の取扱いが必要か確認をすること。

　　　ホ．保安基準適合標章を交付する場合は有効期間、登録番号等を確認し交付しない場合は、朱抹処理をすること。

　　（３）自動車損害賠償責任保険証明書と更新される自動車検査証の有効期間との重複性の確認（自動車損害賠償責任保険証の番号等の確認）

　　（４）自動車税納税証明書の有効性の確認

　　（５）継続検査申請書（OCRシート）の記載内容の確認

　　（６）自動車重量税納付書の確認

　　（７）点検整備記録簿の確認

　　（８）「保安基準適合証（標章）及び限定保安基準適合証交付簿」の記載内容の確認

第４条（取扱い）

　　　保安基準適合証（標章）及び限定保安基準適合証の取扱いは次の各号によるものとする。

　　（１）保安基準適合証（標章）及び限定保安基準適合証に記載間違いがあった場合は交付印をもって訂正すること。

　　（２）保安基準適合標章の取扱いについては、あらかじめ交付時に自動車使用者に対し期間満了済みの標章は破棄するよう指導しておくこと。

　　（３）保安基準適合証（標章）及び限定保安基準適合証を書き損じた場合は、朱抹し、適合証綴に編綴しておくこと。又交付簿に書損理由を記入し、その取扱いを明確にしておくこと。

　　（４）保安基準適合証（控）綴の保存期間はその使用が終了した日から２年間とする。

　　（５）保安基準適合証（標章）及び限定保安基準適合証は交付した後更新する前に紛失等した場合には再交付することができる。ただしその場合は「保安基準適合証等の再交付の取扱いについて」（関整整第２６５号、昭和６１年９月２６日）（別添３）によって正しく処理すること。

（６）保安基準適合証（標章）及び限定保安基準適合証の交付番号の切り替えは（　　　　　　）月に行うものとする。

第５条（保安基準適合証（綴）及び交付印の保管管理）

　　　保安基準適合証（綴）は一般社団法人山梨県自動車整備振興会より授受出納簿により購入し、購入後直ちに枚数を確認した上で交付番号、指定番号及び事業者名等を記載し保安基準適合証（標章）及び限定保安基準適合証交付者が厳重に保管管理する。

　　２．保安基準適合証（綴）及び交付印は、定められた施錠できる保管場所に保管し、不正使用の防止の徹底を図るものとする。

第６条（交付印）

　　　保安基準適合証（標章）及び限定保安基準適合証の交付に用いる印鑑は、保安基準適合証（標章）及び限定保安基準適合証交付印記録簿の印鑑とし、この印鑑は保安基準適合証（標章）及び限定保安基準適合証の交付に際しては代表者印と同等の効力と責任を有するものとする。

７－２．保安基準適合証（標章）及び限定保安基準適合証交付印記録簿
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